
設
立
の
ご
あ
い
さ
つ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
代
表
理
事

向

山

建

生

阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
五
日
目
、
震
源
地
の
淡
路
島
北
淡
町
で
ま
だ
余
震
の
続
く
中
、
被
災

者
が
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
を
眼
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、『
減
災
』
と
い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。

防
災
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
概
念
で
あ
る
の
か
疑
問
を
抱
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、「
自
然
災
害
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
平
素
の
取
り
組
み
」
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
、
現
行
の
防
災
訓
練
で
は
減
災
は
難
し
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

減
災
研
究
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
一
年
、
減
災
に
関
す
る
専
門
知
識
や
技
術
を
保
有
し
て
い
る
知
人
・

友
人
と
と
も
に
当
該
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

活
動
の
前
提
と
し
て
、
中
心
に
自
治
体
の
「
地
域
防
災
計
画
」
を
置
き
、
そ
の
計
画
内
容
と
整
合
さ

せ
な
が
ら
、
様
々
な
減
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
成
果
が
出
る
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
公
的
機
関
と
連
携
し
、
減
災
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
事
業
所
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第１号（創刊号）
発行日�平成２２年１月３１日
発行者�向 山 建 生

減災ネットやまなしの目的
特定非営利活動法人減災ネットやまなしは、

生活小地域（自治会・班・組）の住民や事業所内

の役職員・従業員が平素から自主的に減災の体

制や規則を整え、自助力・共助力を高めておく

ことで、日々を安心して暮らせる地域社会の創

造と、安心して仕事のできる職場環境の創造に

寄与することを目的としています。（定款から）

減
災
力
の
必
要
性

◎

減
災
力
と
は
？

平
成
七
年
一
月
十
七
日
早
朝
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
比
較
的
地

震
が
発
生
し
づ
ら
い
と
思
わ
れ
て
い
た

地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
約
二
十
五
万
棟
が
全
半
壊
し
、
地

震
発
生
後
二
週
間
ま
で
に
五
千
五
百
人

も
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

五
十
四
％
が
直
後
の
建
物
倒
壊
や
家
具

転
倒
に
よ
る
窒
息
死
で
す
。
そ
の
後
、

平
成
十
二
年
に
有
珠
山
と
三
宅
島
が
噴

火
、
平
成
十
六
年
七
月
に
は
新
潟
・
福

井
を
集
中
豪
雨
が
襲
い
、
同
年
十
月
に

新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
十
七
年
三
月

に
は
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
平
成
十
九

年
三
月
に
能
登
半
島
地
震
、
そ
し
て
同

年
七
月
に
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
平
成

二
十
年
八
月
に
は
静
岡
沖
地
震
と
続

き
、
そ
れ
ぞ
れ
多
大
な
被
害
を
出
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、
私
た

ち
は
平
素
か
ら
自
然
災
害
へ
の
対
策
意

識
を
高
め
、
適
切
な
訓
練
や
備
え
が
必

要
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
災
害
発
生
直
後
に
お
け
る
自

助
、
共
助
、
公
助
の
割
合
は
７
対
２
対

１
と
言
わ
れ
、
行
政
・
警
察
・
消
防
な

ど
の
公
的
機
関
の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
ず
自
分
自

身
や
家
族
の
安
全
を
確
保
し
、
次
に
地

域
住
民
の
協
働
で
助
け
合
い
、
長
引
く

こ
と
を
想
定
し
た
地
域
住
民
に
よ
る
避

難
所
・
避
難
場
所
の
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
力
が
地
域
に
あ
れ

ば
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
地
域
の
減

災
力
」
で
す
。
こ
の
こ
と
は
事
業
所
に

も
言
え
ま
す
。

◎

災
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

今
後
、
三
十
年
〜
五
十
年
の
間
に
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
一
連
の
地
震
に
つ
い

て
、
中
央
防
災
会
議
は
、
南
海
ト
ラ
フ

（
比
較
的
浅
い
海
溝
）
沿
い
の
東
海
地

震
・
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震
が
連
動

し
て
起
き
る
と
、
わ
が
国
の
総
人
口
の

三
分
の
一
に
あ
た
る
約
四
千
万
人
が
揺

れ
に
さ
ら
さ
れ
、
約
三
万
人
が
死
亡

し
、
建
物
被
害
は
全
壊
・
全
焼
の
み
で

約
八
十
万
〜
九
十
万
棟
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

減
災
に
は
、
自
然
災
害
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
普
段
の
心
構
え
と
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
に
沿
っ
た
訓
練
や
備
え
が
必
須
と
な

り
ま
す
。

◎

災
害
対
策
へ
の

意
識
が
低
い
現
状

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
人
々

の
災
害
対
策
へ
の
関
心
は
低
く
、「
自

分
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」、「
災

害
は
来
な
い
だ
ろ
う
」、「
来
て
も
、
何

と
か
な
る
だ
ろ
う
」、「
も
し
、
災
害
が

発
生
し
た
ら
、
そ
の
時
は
そ
の
時
さ
」

な
ど
と
、
気
楽
に
構
え
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
一
年
八
月
二
五
日
午
前
六
時
三

七
分
、
気
象
庁
は
、
千
葉
県
東
方
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
を
感
知
し
た
と
い
う

緊
急
地
震
速
報
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
誤
報
で
し
た
が
、
こ
の
時
、
多
く
の

人
は
「
様
子
を
見
た
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
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◆
韮
崎
市
か
ら

国
内
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
被
害
の
状
況
は
、
犠

牲
者
の
八
割
以
上
が
住
宅
等
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害

か
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
災
害
が
起
き
る
前
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、
如
何
に
大
切
か
が
理
解
で
き

る
は
ず
で
す
。

こ
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
『
減
災
』
で
す
。

今
後
、
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
住
民
の
三
者
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
、『
減
災
力
』
の
向
上
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
消
防
本
部
か
ら

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
占
め
る
割
合
が
高
く
、
既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
促
進
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
住
宅

防
火
対
策
の
普
及
・
啓
発
活
動
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

雑
居
ビ
ル
や
福
祉
施
設
な
ど
で
の
火
災
は
多
数
の
死

者
・
負
傷
者
が
発
生
す
る
憂
慮
す
べ
き
事
案
と
し
て
、

現
在
の
防
火
管
理
の
体
制
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
の
総
合
的
な
減
災
力
の
充
実

が
不
可
欠
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
を
支
援
し
、
協

働
し
た
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

◆
国
（
内
閣
府
）
か
ら

国
は
減
災
に
七
つ
の
備
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

一

自
助
・
共
助
の
必
要
性

二

家
や
近
所
の
安
全
性
の
確
保

三

地
震
に
耐
え
ら
れ
る
家
づ
く
り

四

室
内
の
安
全
性
の
確
保

五

日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
た
い
も
の

六

家
族
み
ん
な
で
防
災
会
議

七

普
段
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り

【
連
携
図
の
解
説
】

①

市
役
所
は
毎
年
、
減
災
力
を
高
め
た
い
「
小
地
区

（
自
治
会
、
班
、
組
）
ま
た
は
事
業
所
」（
以
下
、

減
災
モ
デ
ル
と
い
う
。）
の
選
定
ま
た
は
指
定
を
し

ま
す
。

②

減
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
減
災
モ
デ
ル
に
対
し
て
、
減

災
へ
の
取
り
組
み
例
を
示
し
た
『
減
災
自
主
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
と
『
減
災
目
的
助
成
制
度
』
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
す
。

③

減
災
モ
デ
ル
で
は
、
ま
ず
減
災
責
任
者
を
決
め
、
次

に
、『
減
災
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
』
を
参
考
に
、
こ

れ
か
ら
一
年
間
に
取
り
組
む
科
目
を
検
討
し
、『
減

災
活
動
予
定
表
』
を
作
成
し
ま
す
。

④

減
災
モ
デ
ル
は
、『
減
災
活
動
予
定
表
』
に
記
入
さ

れ
た
『
減
災
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
複
写
を
市
役
所

に
提
出
し
ま
す
。

⑤

減
災
モ
デ
ル
で
は
、
減
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
消
防
署

及
び
警
察
署
、
ま
た
は
法
人
会
員
の
減
災
専
門
家
の

指
導
の
下
に
、『
減
災
活
動
予
定
表
』
に
従
い
研
修

会
や
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

⑥

減
災
モ
デ
ル
で
は
、
年
度
末
に
取
り
組
み
結
果
を
報

告
書
に
ま
と
め
、
市
役
所
に
提
出
し
ま
す
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚
程
度
に
、
経
過
、
課
題
、
次
年
度

計
画
、
市
役
所
へ
の
要
望
な
ど
を
書
き
ま
す
。

⑦

市
役
所
は
必
要
に
応
じ
て
、
出
前
講
座
、
救
急
救
命

基
礎
講
座
、
不
適
合
構
造
物
調
査
、
建
物
耐
震
調
査
、

電
気
設
備
安
全
調
査
、
家
具
類
転
倒
移
動
防
止
指

導
、
建
物
保
険
指
導
な
ど
、
安
心
生
活
へ
の
支
援
や

助
成
を
し
ま
す
。

⑧

減
災
モ
デ
ル
で
は
、
③
〜
⑥
を
連
続
し
て
３
カ
年
取

り
組
む
こ
と
で
、
そ
の
地
域
や
事
業
所
に
適
合
し
た

減
災
力
を
つ
け
ま
す
。

⑨

市
役
所
は
、
市
内
の
減
災
力
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市

全
域
の
減
災
力
の
状
況
把
握
と
、
今
後
に
求
め
ら
れ

る
減
災
力
の
課
題
と
啓
発
に
取
り
組
み
、
次
期
地
域

防
災
計
画
に
生
か
し
ま
す
。

情報

２



◆
減
災
活
動
訓
練

峡
北
消
防
本
部

峡
北
消
防
本
部
主
催
の

平
成
二
十
二
年
度
『
地
域

防
災
ス
ク
ー
ル

減
災
活

動
訓
練
』
が
一
月
十
四
日

（
木
曜
日
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

訓
練
の
目
的
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、

そ
の
翌
年
に
定
め
ら
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間
」
の
一
環
と
し
て
、
防
災
活
動
や
消
防
に
つ
い
て
の

理
解
促
進
及
び
協
調
活
動
の
た
め
の
知
識
及
び
技
術
を

広
く
伝
え
、
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
で
す
。

減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
か
ら
は
理
事
八
名
が
参
加

し
、
韮
崎
小
学
校
の
児
童
も
加
わ
り
、
山
梨
県
立
中
央

病
院
の
Ｄ
―
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の
大
規
模
災
害
時
の
緊
急

医
療
活
動
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
役
所
職
員
研
修

避
難
所
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
（
木
曜
日
）
午
後
一

時
半
か
ら
韮
崎
市
役
所
の

職
員
を
対
象
と
し
た
第
一

回
減
災
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
三
十
名
が
五

チ
ー
ム
に
別
れ
、
市
の
指

定
避
難
所
で
あ
る
韮
崎
西

中
学
校
を
モ
デ
ル
に
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
避
難
所
・

避
難
場
所
運
営
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
は
、
模
造
紙
二
枚
に
避
難
所
の
平
面
図
を

写
し
取
り
、
大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
施
設
を
ど
の

よ
う
に
使
い
、
ど
の
よ
う
な
規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ

る
か
を
検
討
し
、
最
後
に
各
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
発

表
し
ま
し
た
。
平
面
図
写
し
に
時
間
を
要
し
ま
し
た

が
、
職
員
の
方
々
は
と
て
も
丁
寧
に
作
業
さ
れ
、
色
々

と
気
づ
か
れ
ま
し
た
。

取
材
ノ
ー
ト

韮
崎
市
会
議
員
の
野
口
紘
明

さ
ん
に
、
韮
崎
市
役
所
内
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ

お
忙
し
い
中
、
時
間
を
割

い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
野

口
さ
ん
は
、
先
の
十
二
月
議
会
で
、「
減
災
力
の
強

い
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
ね
。

Ａ

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

普
段
か
ら
の
心
構
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
「
減
災
」
と
言
う
言
葉
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
減
災
力
を
つ
け
る
取
り
組

み
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
繋
が
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
非
常
に
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。

長
い
間
、
公
民
館
活
動
を
通
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で

す
ね
。

Ｑ

私
た
ち
の
減
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
内
容
に
対
し

て
、
何
か
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

自
然
災
害
は
起
こ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
被
害
を
最

小
限
に
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
と
て
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

Ｑ

市
会
議
員
で
あ
る
野
口
さ
ん
に
、「
減
災
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
」
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
大
変
心
強
い
で
す
。
私
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

や
、
今
後
、
議
員
と
し
て
の
減
災
活
動
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ

減
災
は
他
人
ご
と
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
で
す

ね
。
こ
の
法
人
に
は
、
多
く
の
人
に
減
災
力
が
つ
く

活
動
を
、
長
く
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
議
員

と
し
て
は
行
政
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
自
分
の
周

り
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
千
野
良
子
）

減
災
協
定
の
締
結

減
災
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
け
の
活
動
で
は
、
な
か
な

か
成
果
は
上
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
が
策
定
し
た
『
地
域

防
災
計
画
』
を
軸
に
、
各
種
公
的
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
む
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
韮
崎
市
役
所
、
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
、
減
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
減
災
協
定
を
結
び
、

連
携
し
て
地
域
や
事
業
所
へ
の
指
導
、
調
査
、
研
究
開

発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
こ
で
、
第
一
回
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
合
わ

せ
、
そ
の
三
者
で
減
災
宣
言
を
し
、
県
内
初
の
減
災
協

定
を
締
結
し
ま
す
。

第
一
回
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

減
災
協
定
締
結
式

○
日
時

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
一
時
半
か
ら

○
場
所

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
セ
レ
モ
ニ
ー

・
減
災
宣
言
と
減
災
協
定
締
結
式

・
基
調
講
演

衆
議
院
議
員
（
元
山
古
志
村
村
長
）
長
島
忠
美
先
生

○
参
加
費

無
料

○
申
込
・
問
合
せ

韮
崎
市
役
所
総
務
課

防
災
係

活動

減災力のあるまちづくり、事業所づくりをめざして
減災ネットレター

３
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○
古
道
散
策

好
天
日
に
は
、
健
康
管
理
の
た
め
韮
崎

市
内
の
古
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。
調
べ
な

が
ら
歩
く
と
面
白
い
も
の
で
、
そ
の
時
代

の
風
景
や
生
活
ま
で
何
と
な
く
見
え
て
き

ま
す
。
江
戸
時
代
よ
り
前
の
主
要
街
道
は

駿
府
と
信
州
を
結
ぶ
西
郡
路
（
信
州
街
道

ま
た
は
駿
信
往
還
と
も
い
う
）
が
釜
無
川

右
岸
を
通
り
、
佐
久
往
還
は
双
葉
か
ら
穂

坂
を
経
由
し
て
須
玉
に
抜
け
て
い
ま
し

た
。
韮
崎
は
外
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
韮
崎
が
甲
州

街
道
の
三
十
八
番
目
の
伝
馬
宿
と
な
っ
た

た
め
、
佐
久
往
還
や
西
郡
路
と
結
ば
れ
ま

す
。

○
韮
崎
宿
の
発
展

か
つ
て
韮
崎
は
、
河
原
に
で
き
た
集
落

な
の
で
、
河
原
部
村
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

若
宮
八
幡
宮
祭
の
俗
称
「
か
わ
ら
べ
さ

ん
」
が
そ
の
名
残
で
す
。

信
州
の
一
部
の
年
貢
米
が
富
士
川
舟
運

で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
民
間
の
馬

（
中
馬
）
が
物
流
で
活
躍
し
、
伝
馬
宿
の

河
原
部
村
を
通
り
ま
す
。
そ
の
た
め
宿
屋

や
鍛
冶
屋
な
ど
が
繁
盛
し
、
物
資
の
調
達

拠
点
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
富
士
川
舟
運
で
は
、
年
貢
米
以
外
の

下
り
荷
と
し
て
煙
草
、
生
糸
、
木
炭
な
ど

が
あ
り
、
上
り
荷
と
し
て
は
塩
が
主
で
、

そ
の
他
、
魚
、
畳
表
、
油
粕
、
干
鰯
、
瀬

戸
物
、
砂
糖
な
ど
で
し
た
。

●
役
員
か
ら
ヒ
ト
コ
ト
●

―
―
も
う
一
つ
の
減
災
―
―

地
震
・
台
風
・
竜
巻
等
ば
か
り
が
、
災

害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
経
済
事
情

を
み
る
と
、
百
年
に
一
度
と
呼
ば
れ
る
大

不
況
で
、
平
成
二
十
年
の
末
か
ら
翌
年
初

に
か
け
て
「
派
遣
村
」
が
多
く
の
人
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
の

税
収
は
四
十
兆
円
を
切
る
よ
う
で
す
。
そ

し
て
国
債
の
発
行
額
は
、
五
十
兆
円
規
模

に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
借

金
は
千
二
百
十
兆
円
位
に
膨
ら
み
、
こ
れ

で
は
長
期
金
利
が
上
が
り
始
め
る
の
も
無

理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
二
十
一
年
二
月

十
七
日
（
戦
争
で
負
け
た
翌
年
）
に
預
金

封
鎖
を
断
行
し
た
と
書
物
で
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
借
金
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

三
倍
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
毎
年
五
十
兆
円

ず
つ
借
金
す
れ
ば
、
こ
の
国
は
あ
と
四
年

ち
ょ
っ
と
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
に
も
関
心
を

寄
せ
、
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

副
理
事
長

滝
田

久

●
会
員
募
集
の
ご
案
内
●

特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や

ま
な
し
は
、
と
も
に
ま
ち
の
「
減
災
」
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
会
費

○
個
人
会
員

五
千
円

○
法
人
会
員

一
万
円

申
込
は
、
当
該
法
人
事
務
局
へ

電
話

０
９
０
―

３
９
６
５
―

５
５
４
６

向
山
建
生
ま
で

●
編
集
後
記
●

記
念
す
べ
き
創
刊
号
を
担
当
す
る
に
当

た
り
、
少
し
で
も
「
減
災
」
へ
の
取
り
組

み
を
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
で
編
集
し
ま
し
た
。
今
後

も
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

「
減
災
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」
に
役
立

つ
広
報
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
千
野
良
子
）

役員紹介
理 事 長 向山 建生

副理事長 滝田 久

副理事長 千野 良子

理 事 嶋田 均

理 事 武井 伸江

理 事 内藤 久夫

理 事 上野 政巳

理 事 田村 和彦

理 事 川手 正久

理 事 小澤 一正

監 査 役 向山 清彦

監 査 役 雨宮 正志

季
節
の
便
り

話題

佐久往還道標と新府古道

４


